
○後期生徒総会開催
１１月１日（金）６限目、後期生徒総会が開かれました。後期生徒会の活動方針は、「積極性と自

主性を持ち、一人一人が主人公になれる学校にしよう」です。この活動方針には、進明中学校の生徒

全員が主人公になって自分の意見や思いを自信を持って言える、積極的に色々なことで活躍する学校

を目指すという願いが込められています。今回の生徒総会の議題は、「限界突破～主人公への Step up
～」でした。「一人一人が主人公になれる学校にするためにどのようなことができるかを考えよう」

というものです。まずは、「自分の意見が言えない、前に出ることができない（それが進明中生の欠

点だと生徒たちは言う）などの壁となっているものは何か」ということが議論されました。生徒から

は、失敗したくない、恥ずかしい、人の視線が気になる、自信がないなどの自分自身の問題、人から

馬鹿にされたり笑われたりするのではないか、人間関係がうまくいっていないなど周囲との関係性の

問題が指摘されていました。そして、その壁をなくすためには、発言しやすい雰囲気づくり、話し合

う方法の工夫、異学年交流の促進、反応「あいうえお」など聴く姿勢を育てるといった提案がなされ

ました。

○３年生 セイコガニの食べ方を学ぶ ～殻むきに苦戦する子どもたち～

１１月１２日（火）、福井の冬の味覚、セ

イコガニの食べ方を学ぶ中学３年生対象の

授業が開かれました。これは、おいしい食

べ方を知ることで地魚やふるさとへの愛着

を持ってもらおうと、

２０１０年から県と県

漁業協同組合連合会が

取り組んでいるもので

す。子どもたちは、苦

戦しながらも一人一匹セイコガニの殻をむき、黙々とカニの身を取り出し、冬

の味覚の王様である越前がにを堪能していました。

わが進明



○教育ウィーク実施 ～小中・地域交流の秋～
福井市では、学校や保護者、地域が一体となって子どもたち

の健やかな成長を願い、教育について考え行動する機運を高め

るため、「教育ウィーク」を設けています。期間中は中学校区ご

とに、授業や地域・保護者と協働した取組を公開しています。

本校でも、１１月８日（金）から１１月１５日（金）までの教

育ウィーク期間中に、授業公開をはじめ、小中交流作品展示、

小中合同挨拶運動、小中ふれあい及び色別ボランティア、清掃

集会などが実施されました。

＊第２回小中合同あいさつ運動
１１月１２日（火）～１４日（木）の３日間、第２回小中合

同あいさつ運動が実施されました。これは、中学生が各出身小学校に出向き、児童玄関前で小学生と

合同であいさつ運動を行うものです。あいさつ運動を小中学生が合同で行うことで、豊かな人間性を

育みながら、小中学生の交流を図ることを目的としています。今回は、全校で１１８名（参加率 32.1%）
の生徒が自主的に参加しました。

＊小中ふれあい・色別ボランティア
１１月８日（金）に、小中ふれあいボランティア・色別ボラ

ンティアが行われました。小学生と協力して、また、地域の一

員として、清掃活動に取り組みました。活動の最後には、お互

いに感想を伝え合い、交流することができました。天候にも恵

まれ、充実した活動を行うことができました。

＊清掃集会
１１月１１日（月）に、清掃集会が開かれました。秋休みに、１・２年生の環境整美委員会の生徒

が永平寺中学校を訪問し、清掃活動を体験したことなどをもとに、進明中学校の今後の清掃活動につ

いて提案がありました。永平寺中学校での清掃体験・生徒間交流を通して得た学びや気づきを全校生

徒に還元し、よりよい清掃活動を行おうとする意識と清掃の質の向上を目指して行われました。集会

の後に、各清掃場所ごとに集まり、目標を決め、早速清掃活動を行いました。いつも以上に静かに集

中して取り組む様子が見られました。今後もさらに心も磨けるような活動にしてほしいと思います。

１２月の主な予定

教育ウィーク期間中、校下の小学校
からお借りした作品を廊下に展示し
ました。どの作品も力作ぞろいで、
見ていて飽きません。豊かな発想に
思わず微笑んでしまいます。

啓蒙小 松本小

２日(月)：人権集会、集金日 ５日(木)・６日(金)：１、２年保護者懇談会、３年三者懇談会 ６日(金)：授業参観、

PTA 教育講演会 １０日(火)・１１日(水)：２年県学力調査、３年確認テスト １２日(木)：３年薬物乱用防止教

室、２年職場体験発表会 １７日(火)：１年地域との交流体験講座 １９日(木)：不審者対応避難訓練 ２３日(月)

：全校集会 ２４日(火)：冬季休業（～１／７）

宝永小


